
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
に
な

っ
て
い
た
「
く
ま
も
と

マ
ー
チ
ン
グ
フ
ェ
ス
」

が
八
月
十
一
日
に
二
年

ぶ
り
に
再
開
さ
れ
ま
し

た
。
本
校
の
吹
奏
楽
部

も
荒
尾
・
玉
名
連
合
で

出
場
し
ま
し
た
。
高
校

生
と
の
合
同
チ
ー
ム
と

あ
っ
て
よ
り
レ
ベ
ル
の

高
い
演
奏
が
で
き
た
よ

う
で
す
。
菊
水
中
生
も

堂
々
と
し
た
立
派
な
演

奏
で
し
た
。
テ
レ
ビ
報
道
も
あ
り
、
伸
び
伸
び
と

し
た
演
奏
に
観
て
い
る
側
も
楽
し
く
な
り
ま
し
た
。

生徒会
スローガン

今の仲間と

一体となっ

て菊中生ら

しく懸命に

努力する

発行
責任者
校 長
中 島
恒 士
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学
校
は
、
様
々
な
こ
と
を
学
ぶ
場
で
あ
る
こ
と
は
当
然

で
す
が
、
端
的
に
言
え
ば
知
・
徳
・
体
で
あ
る
学
力
・

道
徳
心
・
健
康
な
身
体
づ
く
り
は
重
要
な
め
ざ
す
３
つ

の
柱
で
す
。
学
力
が
高
い
こ
と
を
、
声
を
大
に
し
て
自

慢
す
る
学
校
経
営
に
は
、
い
さ
さ
か
抵
抗
も
あ
り
ま
す

が
、
日
頃
の
生
徒
た
ち
と
教
職
員
の
頑
張
り
に
敬
意
を

は
ら
い
優
秀
な
菊
水
中
生
の
現
状
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

毎
年
、
教
育
行
政
が
行
う
学
力
調
査
に
は
２
つ
あ
り
ま

す
。
四
月
に
三
年
生
を
対
象
に
実
施
さ
れ
る
全
国
学
力

学
習
状
況
調
査
（
国
・
数
・
理
）
で
す
。
そ
の
結
果
が

返
っ
て
き
ま
し
た
。
個
人
的
な
結
果
は
期
末
テ
ス
ト
結

果
と
同
時
に
九
月
二
十
日
前
後
に
お
渡
し
し
ま
す
。
平

均
正
答
率
と
い
う
１
０
０
％
で
表
し
ま
す
。
今
回
は
マ

ス
コ
ミ
等
で
理
科
が
全
国
正
答
率
が
５
０
％
に
届
か
な

か
っ
た
と
い
う
報
道
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
本
校

は
１
０
ポ
イ
ン
ト
以
上
も
高
い
数
値
で
し
た
。
理
科
だ

け
で
な
く
数
学
・
国
語
も
ほ
ぼ
１
０
ポ
イ
ン
ト
以
上
高

い
正
答
率
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
熊
本
県
平
均
正
答
率
に

対
し
て
も
全
て
か
な
り
高
い
正
答
率
で
し
た
。
詳
細
な

数
字
デ
ー
タ
を
示
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
本
校
は

十
分
満
足
で
き
る
結
果
で
し
た
。
も
う
一
つ
は
、
一
・

二
年
生
対
象
に
十
二
月
実
施
さ
れ
る
熊
本
県
の
学
力
調

査
で
す
。（
国
・
数
・
英
）
こ
れ
は
昨
年
十
二
月
実
施
の

結
果
で
は
、
す
で
に
各
ご
家
庭
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
が
、
一
・
二
年
生
（
現
二
・
三
年
）
共
に
全
て
の
教

科
が
熊
本
県
平
均
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。
全
国

学
力
学
習
状
況
調
査
と
県
の
学
力
調
査
の
二
つ
共
に
優

秀
な
結
果
を
出
し
て
い
る
学
校
は
、
希
少
な
存
在
で
す
。

こ
の
学
力
の
高
さ
の
根
拠
は
何
な
の
か
、
他
方
か
ら
尋

ね
ら
れ
ま
す
。
ズ
バ
リ
！
毎
時
間
の
授
業
へ
の
集
中
と

毎
日
の
自
学
ノ
ー
ト
の
徹
底
で
す
。
菊
水
中
生
に
育
て

た
い
力
と
し
て
の
「
や
り
抜
く
力
」
を
常
に
意
識
し
て

い
ま
す
。
そ
の
為
の
「
今
、
一
生
懸
命
」
な
の
で
す
。

努
力
す
る
こ
と
を
学
ぶ
雰
囲
気
や
学
校
で
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
て
楽
し
む
雰
囲
気
の
両
面
の
バ
ラ
ン
ス
を
調
整
し
な

が
ら
人
間
力
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

給
食
を
つ
く
る
部
屋
は
、

と
て
も
き
れ
い
に
さ
れ
て

い
て
、
そ
う
じ
も
「
そ
ん

な
と
こ
ま
で
洗
う
の
？
」

と
思
う
く
ら
い
す
み
ず
み

ま
で
き
れ
い
に
し
て
凄
い

な
と
思
い
ま
し
た
。
正
直

午
後
は
と
て
も
疲
れ
ま
し

た
。
で
も
皆
さ
ん
は
つ
か

れ
一
つ
見
せ
ず
に
１
つ
１

つ
丁
寧
に
作
業
さ
れ
て
凄

い
な
と
思
い
ま
し
た
。
今
回
の
体
験
で
給
食
に
は
、
た

く
さ
ん
の
苦
労
が
あ
り
、
愛
情
が
こ
も
っ
て
い
る
と
わ

か
り
ま
し
た
。
私
は
将
来
給
食
に
関
わ
る
仕
事
が
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
木
本

優
里
）

役
場
で
働
い
て
い
る

人
が
笑
顔
や
挨
拶
を
大

事
に
し
て
い
る
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。
課
に
よ

っ
て
大
事
に
し
て
い
る

こ
と
が
違
っ
た
け
ど
自

分
の
意
思
を
ち
ゃ
ん
と

持
っ
て
い
て
、
凄
い
な

と
思
い
ま
し
た
。
役
場

の
中
で
も
、
す
れ
ち
が

う
た
び
に
挨
拶
を
一
人

一
人
が
し
て
い
た
の
で
、
私
も
地
域
の
方
や
友
達

な
ど
に
、
ち
ゃ
ん
と
挨
拶
を
し
よ
う
と
思
い
ま
し

た
。

（
境

一
華
）

二
年
生
の
職
場
体
験
学
習
は
、

有
意
義
な
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

九
月
行
事
予
定

一
日(

木)

二
年
生
職
場
体
験
学
習

五
日(

月)

生
徒
朝
会

人
権
作
文
代
表
選
出

七
日(

水)

前
期
末
テ
ス
ト
（
～
九
日
）

九
日(

金)

三
年
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
講
座

一
二
日(

月)

中
体
連
陸
上
競
技
大
会
推
戴
式

一
四
日(

水)

中
体
連
陸
上
競
技
大
会
（
荒
尾
）

一
五
日(

木)

中
体
連
陸
上
予
備
日
（
選
手
弁
当
）

一
六
日(

金)

英
検
Ｉ
Ｂ
Ａ

二
十
日(

火)

小
研
旬
間

二
六
日(

月)

高
校
説
明
会
秋
の
交
通
安
全
運
動

二
七
日(

火)

高
校
説
明
会

二
八
日(

水)

林
教
諭
道
徳
大
研

二
九
日(

木)

専
門
委
員
会

三
〇
日(

金)

英
語
検
定

【
十
月
主
な
行
事
予
定
】

一
日(

土)

県
中
体
連
陸
上
大
会

三
日(

月)

校
内
写
生
大
会

十
六
日(

日)

文
化
祭
・
校
内
合
唱
大
会

十
九
日(

水)

中
体
連
駅
伝
大
会

二
四
日(

月)

立
ち
会
い
演
説
会
・
生
徒
会
選
挙

吹
奏
楽
部
出
場
！
熊
本
マ
ー
チ
ン
グ
Ｆ
ｅ
ｓ




